
２０２３年度（令和５年度）協働のまちづくり推進事業報告書 

加茂まちづくり推進委員会 委員長 小林 弘志 

  (問合せ先) ０８４－９７２－５５４１（加茂交流館） 

事業内容 

（１）第２７回加茂ふれあい文化祭（１１月１２日） 

（２）まちづくり事業の広報活動（通年） 

（３）まちづくり推進委員会運営事業（通年） 

（４）コミュニティ育成事業（通年） 

（５）加茂まちづくり功労者表彰（１１月１２日） 

（６）第１５回加茂知っとる検定（２月９日、１０日） 

（７）史跡めぐり（１月２７日） 

（８）子ども会書道大会（１１月３日） 

（９）芸術鑑賞会（９月１６日） 

（１０）親子で楽しめるイベント開催（１２月１７日 グラウンドゴルフ） 

（１１）第１５回加茂学区駅伝・マラソン大会（１１月２５日） 

（１２）しめ縄づくり（１２月２３日） 

（１３）お年寄りをお招きする会（3月１２日） 

（１４）見守り活動 
・通学路への交通安全の旗の設置・交換 

・通学路危険個所への看板設置 

・安全確保対策メール配信システム登録依頼の 
ちらしを自治会加入世帯全戸に配布 

（１５）花いっぱい運動（６月３日、１２月２日） 

（１６）環境保全対策 

（啓発ちらしを自治会加入世帯全戸に配布、啓発看板の設置） 

（１７）グラウンドゴルフ大会（９月１４日、１０月１７日） 

（１８）「ペタンクゲーム」を楽しもう（１０月７日） 

（１９）健康福祉講座 ８月１９日 救命救急法講習会、９月２８日 健康づくり講座 
２月２４日 認知症講座（成年後見制度の理解と推進・認知症についての講座） 

（２０）高齢者が多くの人とふれあえる場の提供 
（１０月４日 グラウンドゴルフ大会） 

（２１）お出かけ支援事業の検討 
（買い物支援に関するアンケートの実施） 

（２２）地域のｅｙｅさつ運動 
（小学生が運動のためのポスターを作成） 

（２３）地域におけるデジタル化の推進 
１月２１日、２月１８日、2月２５日 
デジタル講習会（３回連続） 

（２４）つれのうていぃ～かもｎｉｇｈｔ 
（毎月第４火曜日 多様な世代が集まり対話できる場所づくり） 

第１５回加茂知っとる検定（２月１０日） 

花いっぱい運動 

健康福祉講座（救命救急法講習会） 

花いっぱい運動（６月３日） 



成 果 
コロナ禍明けとなった今年度は、まちづくり計画終了後の「まちづくり」の方向性に基づ

き、各主管団体が、従前のように自主的・主体的に活動し事業に取り組めた。ふれあい文化

祭については新しく加茂学区になった山野町とも連携し、4年ぶりに通常開催とした。また、

お出かけ支援事業について買い物支援に関するアンケート調査を行い、試行的運用に向けた

スケジュールを決定することができた。 

 課 題 

・時代の変化に対応した組織づくりや、事業実施団体の次世代育成が必要である。 

・ふれあい文化祭について開催時期や他行事との連携など検討する必要がある。 

・お出かけ支援事業について、本格運用に向け事業計画・管理運営規約などを策定する必要が

ある。 

課題解決にむけて 

・「スマイルup加茂」などの若い世代を中心に持続可能な対策を考えていくとともに、新規

事業「大規模事業の在り方検討」において、主要な行事等が持続可能な行事となるよう事

業の開催規模や他行事等との連携を検討していく。 

・お出かけ支援事業について、社会福祉法人・北部地域振興課等を含め実行委員会で試行運

用の状況を検証し本格運用に向けた取り組みを進める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２３年（令和５年）１１月１２日

（日）、加茂中学校において「第２７回

加茂ふれあい文化祭」を開催しました。 

加茂まちづくり推進委員会ではコロ

ナ禍の中でも何かできることはないか

を考え２０２０年から「ふれあい文化

祭作品展」として交流館（公民館）を会

場に作品展示のみ開催してきましたが 

４年ぶりに芸能大会・模擬店・こどもの国（バルーンアート他）・福引抽選会も復活し大変

な賑わいをみせ多くの方々にご来場いただきました。 

また、２０２３年度は学校再編により山野町

が同じ学校区となって初めての開催というこ

ともあり、山野町からも芸能大会への出演・模

擬店出店のご協力をいただき、新たな地域の交

流の場にもなりました。次年度も地域の人たち

が楽しめる場、ふれあえる場となるよう開催内

容について協議をしながら「ふれあい文化祭」

を開催していきたいと思います。 

 

 

 

 

 


